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　はじめに

フエダイ科 Lutjanidae フエダイ属 Lutjanus は，

インド・太平洋から 46 有効種が知られており

（Allen, 1985, 1995; Allen and Talbot, 1985; Iwatsuki 

et al., 1993, 2015），日本近海からは 25 種が報告さ

れている（林田ほか，2012；島田，2013）．タテ

フ エ ダ イ Lutjanus vitta (Quoy and Gaimard, 1824)

は，インド・太平洋のセイシェル諸島からマーシャ

ル諸島にかけて広く分布し（Iwatsuki et al., 1993；

島田，2013），日本国内では三浦半島，和歌山県

串本，沖縄諸島以南の琉球列島，南大東島から記

録されていた（島田，2013）．藤山（1994）は奄

美大島から本種を報告しているが，写真に基づく

ものであり，これまで標本に基づいた記録はな

かった．

2014 年 6 月 27 日 と 2015 年 11 月 14 日 に 各 1

個体，奄美大島においてタテフエダイと同定され

るフエダイ属魚類が採集された．これらは薩南諸

島におけるタテフエダイの標本に基づく初めての

記録となるため，その形態の詳細を記載し，ここ

に報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は Hubbs and Lagler (1947) と

Allen and Talbot (1985) にしたがった．計測はデジ

タルノギスを用いて 0.1 mm 単位で行い，計測値

は体長と頭長に対する百分率で示した．標準体長

（standard length）は体長（SL）と表記した．生鮮

時の色彩の記載は，奄美大島産の標本（KAUM–I. 

63859, 82094）の生鮮時のカラー写真に基づく．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告で用いた標本は鹿児

島大学総合研究博物館（KAUM: the Kagoshima 

University Museum）に保管されており，上記の生

鮮時のカラー写真は同館の画像データベースに登

録されている．

　結果と考察

Lutjanus vitta (Quoy and Gaimard, 1824)

タテフエダイ　（Fig. 1; Table 1）

標本　2 個体（奄美大島産）：KAUM–I. 63859，

体 長 289.3 mm， 全 長 372.5 mm， 尾 叉 長 354.3 

mm， 大 島 郡 瀬 戸 内 町 篠 川 篠 川 湾（28°13′N, 

129°17′E），2014 年 6 月 27 日，延縄，水深 60 m，

中江雅典；KAUM–I. 82094，体長 164.7 mm，全

長 208.5 mm，尾叉長 195.6 mm，奄美大島宇検村

沖（28°18′N, 129°12′E；名瀬漁港で購入），2015

年 11 月 14 日，釣り，小枝圭太．

記載　計数値と体各部の体長に対する割合を

Table 1 に示した．体と頭部は側扁し，やや長い

楕円形．吻部はやや尖り，背縁は眼前域から頭後
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部にかけて直線的．腹縁は下顎部から腹鰭起部に

かけて直線的．眼は大きく，眼の中心は体軸より

上方にある．唇はやや厚く，両顎の長さは同程度．

両顎の歯は幅広い歯帯を形成する．歯帯の前部に

は犬歯があり，上顎歯は下顎歯と比べて大きい．

鋤骨に歯帯があり，歯帯中央部は後方へ突出する．

舌はよく発達する．前鰓蓋骨の後縁は微細な鋸歯

状．前鰓蓋骨後部下縁は小さな鱗で被われている．

頭部背面の被鱗域は両眼間隔よりわずかに後方か

ら始まる．背鰭，臀鰭，胸鰭，および尾鰭の基底

は被鱗する．側線は完全で，鰓蓋上部から尾柄に

かけて体背縁に並走する．側線より上方の鱗列は

斜め上後方へ向かう．背鰭棘は第 4–5 棘が最長で，

第 6 棘から徐々に短くなる．背鰭の軟条部は広く，

Fig. 1. Fresh specimens of Lutjanus vitta from Amami-oshima island, Kagoshima, Japan. A, KAUM–I. 63859, 289.3 mm SL; B, KAUM–I. 
82094, 164.7 mm SL.
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後縁は円い．背鰭の棘条部と軟条部の間の鰭膜は

浅く欠刻する．腹鰭は，基底が胸鰭基底の直下に

位置し，後端が肛門に達しない．尾鰭はほぼ截形

でごく浅く二叉する．

色彩　体の地色は背部が濃い赤褐色を帯び，腹

部では淡い赤褐色．体側には吻端から眼および鰓

蓋上部を通り，尾鰭基底の上部に至る黄緑色縦帯

をもつ．黄緑色縦帯の太さは瞳孔と同程度で，吻

部ではやや淡く，体側部で明瞭．体側には細い黄

緑色縦帯が鱗列にそって走り，側線より上部では

波うちながら斜め上後方に，側線より下方では体

軸と水平に走り，腹側ほど薄い．背鰭と臀鰭は黄

KAUM–I. 63859 KAUM–I. 82094
Standard length (SL; mm) 289.3 164.7
Total length (mm) 372.5 208.5
Fork length (mm) 354.3 195.6
Counts

Dorsal-fin rays XI, i, 12 X, i, 12
Anal-fin rays III, 9 III, 8
Pectoral-fin rays ii, 13, i ii, 13
Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Gill rakers on 1st gill arch (developed rakers) 5 + 13 (2 + 8) 7 + 14 (2 + 9)
Pored lateral-line scales 50 50
Scale rows above lateral line 6 6
Scale rows below lateral line 17 17

Measurements (% of SL)
Head length 37.8 39.2
Snout length 13.3 13.0
Eye diameter 7.1 8.9
Interorbital width 9.1 8.5
Preorbital depth 8.0 7.3
Maxillary length 16.0 16.2
Greatest body depth 39.0 35.6
Greatest body width 15.6 14.6
Caudal-peduncle depth 12.8 12.5
Caudal-peduncle length 20.1 19.3
Snout to dorsal-fin origin 40.2 42.7
Snout to anal-fin origin 71.6 68.5
Snout to pectoral-fin origin 34.6 34.7
Snout to pelvic-fin origin 4.03 39.0
Dorsal-fin base length 51.8 51.9
1st dorsal-fin spine length 4.7 5.6
2nd dorsal-fin spine length 10.8 11.4
3rd dorsal-fin spine length 11.5 13.3
4th dorsal-fin spine length 11.6 13.8
5th dorsal-fin spine length 12.9 13.5
6th dorsal-fin spine length 12.7 12.6
7th dorsal-fin spine length 11.6 11.5
8th dorsal-fin spine length 10.9 10.5
9th dorsal-fin spine length 9.7 10.4
10th dorsal-fin spine length 9.7 9.4
11th dorsal-fin spine length 9.3 absent
Longest dorsal-fin soft ray length 11.9 12.8
Anal-fin base length 16.4 15.5
1st anal-fin spine length 4.0 4.9
2nd anal-fin spine length 9.3 10.2
3rd anal-fin spine length 9.8 10.1
Longest anal-fin soft ray length 14.2 15.1
Pectoral-fin length 29.6 30.0
Pelvic-fin spine length 12.2 12.7
Pelvic-fin length 19.7 20.9
Upper caudal-fin lobe length 28.8 28.5
Lower caudal-fin lobe length 27.1 27.9

Table 1. Counts and proportional measurements, expressed as percentages of standard lengths, of Amami specimens of Lutjanus vitta.
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色を帯びて，外縁が白色．胸鰭の上部は黄色，胸

鰭下部では無色半透明．腹鰭は全体的に黄色を帯

びるが，前縁が白色．尾鰭は一様に黄色．

分布　タテフエダイはインド・太平洋のセイ

シェル諸島からマーシャル諸島にかけて広く分布

し，西太平洋では韓国（Kim et al., 2005），日本，

台湾，東沙群島，広東省・広西省，海南島，フィ

リピン，タイ湾，マレーシア，シンガポール，イ

ンドネシア，パラオ，ニューカレドニアなどから

記録されている（Iwatsuki et al., 1993; Tafzilmeriam, 

2011, 2013; 島田，2013）．日本国内では三浦半島，

和歌山県串本，奄美大島以南の琉球列島および南

大東島からの記録がある（篠原，1966；南大東村

誌編集委員会，1990；Iwatsuki et al., 1993；三浦，

2012；島田，2013；本研究）．

備考　Lutjanus vitta は Quoy and Gaimard (1824)

によってインドネシア産の 1 標本に基づき新種と

して記載され，Allen and Talbot (1985) により再調

査された．本研究で用いた奄美大島産の標本は，

背鰭 10–11 棘 13 軟条（Allen and Talbot, 1985 によ

る L. vittata の記載では 10 棘 12–13 軟条），臀鰭 3

棘 8–9 軟 条（3 棘 8–9 軟 条 ）， 胸 鰭 15–16 軟 条

（15–16 軟条），側線有効鱗数が 50（49–51），側線

上方鱗横列数が 6（5–6），および鰓耙数が 18–21（鰓

弓上肢に 5–7，下肢に 13–14，そのうち棒状の鰓

耙数は上肢に 2，下肢に 8–9）（それぞれ，15–19，

6–7，9–12，1–2，8）であり，Allen and Talbot (1985)

の示した値と一致した．また，奄美産標本の体長

は体高の 2.6–2.8 倍（2.6–3.0 倍），頭長の 2.6 倍

（2.6–2.8 倍）；頭長は吻長の 2.8–3.0 倍（2.8–3.3 倍），

眼径の 4.4–5.3 倍（3.8–4.8 倍），両眼間隔の 4.1–4.6

倍（4.6–6.1 倍 ）， 上 顎 長 の 2.4 倍（2.2–2.5 倍 ），

吻高の 4.7–5.3 倍（4.7–7.5 倍）であるなど，計測

値でも Allen and Talbot (1985) の値とほぼ一致し

た．

タ テ フ エ ダ イ は ヨ コ ス ジ フ エ ダ イ Lutjanus 

ophuysenii (Bleeker, 1860) と形態が類似するが，体

側には吻端から尾柄部の上部に至る黄緑色縦帯が

ある（ヨコスジフエダイでは体側には吻端から胸

鰭の後縁まで至る黄緑色縦帯と 1 黒色斑がある），

前鰓蓋骨後部下縁が小鱗で被われる（小鱗がな

い），および側線鱗数が 49–52（46–49）であるこ

となどの特徴により識別される（Iwatsuki et al., 

1993；島田，2013）．

和名タテフエダイは岡田・松原（1938）によ

り Lutjanus lutjanus Bloch, 1790（現在のキンセン

フエダイの学名）に与えられた．その後，松原

（1955），篠原（1966），益田ほか（1975），および

赤崎（1984）などでも，和名タテフエダイは L. 

lutjanus に対して使われていた．一方，岡田・松

原（1938）は L. vitta に対して和名ヨコスジフエ

ダイを用いた．しかし，Iwatsuki et al. (1993) は，

岡 田・ 松 原（1938） な ど の L. lutjanus は L. vitta

であるとして，L. vitta に和名タテフエダイを，L. 

ophuysenii に和名ヨコスジフエダイを対応させた．

以降，L. vitta にはタテフエダイが用いられており，

本報告においてもこれにしたがった．

タテフエダイは日本国内において，三浦半島，

和歌山県串本，奄美大島，沖縄諸島以南の琉球列

島，南大東島（篠原，1966；南大東村誌編集委員

会，1990； 藤 山，1994； 三 浦，2012； 島 田，

2013）から記録されていた．藤山（1994）は奄美

大島で釣獲した本種の写真を報告しているが，標

本を残していない．本報告は奄美大島におけるタ

テフエダイの標本に基づく確かな記録となる．

比較標本　タテフエダイ Lutjanus vitta（3 個体）：

KAUM–I. 55354，体長 171.2 mm，全長 219.9 mm，

尾叉長 216.9 mm，沖縄県うるま市金武湾，2013

年 6 月 28 日， 水 深 10–15 m；KAUM–I. 84016, 

84017，2 個 体， 体 長 195.7–236.5 mm， 全 長

251.3–300.5 mm，尾叉長 235.7–283.3 mm，沖縄県

うるま市中城湾，2016 年 2 月 24 日，畑　晴陵・

小林大純．
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